
 

              

      

 

 

 

★ごあいさつ 
新型コロナウィルス感染症の感染拡大に歯止めがかからず、感染拡大予防や

治療、あるいは社会活動の維持のために懸命に働かれている方々に感謝する

日々です。他方、九州地方を始めとした各地の豪雨災害に心を痛める日々でも

あります。「今年の夏は全然楽しくない」と、あるお子さんがつぶやいていました

が、皆の気持ちを代弁しているような思いで聞きました。 

日頃よりカナンの園並びに後援会活動にご理解ご協力を頂いておりますこと、

心より感謝申し上げます。 

例年ですと、この時期に発行する「後援会だより」では、春より行っ

ている教会訪問のご報告とともに、受け入れてくださった教会への御

礼を書かせていただいていますが、今年は、教会の礼拝そのものが

守られなかったり、様々な気を遣いながら試行錯誤で行っている教会

の状況などがありますので、今年度の教会訪問は中止することといた

しました。また、例年楽しみにされている方々も多い秋の「カナンの園

見学会」も中止することといたしました。後援会実務委員会で、代わる

形を検討し、今回の後援会だよりを拡大版としてお届けすることとしま

した。改めて委員会の働きを紹介したり、コロナ禍の中で、カナンの園

事業所がどのような様子なのか、などをお伝えすることといたしました。

どうしても文字数が多くなってしまいましたが、ご一読ください。 
（昨年の教会訪問の様子：一関カトリック教会） 

 

★後援会実務委員会の働き 
〈実務委員会とは〉 

 カナンの園後援会は、カナンの園の設立委員会からの流れを受け、教会関係者を中心としたカナンの

園維持会と、一般の支援者を中心としたカナンの園後援会を発展的に一つにして現在の形としました。

その後援会の活動の実務を担っていこう、と理事や保護者、職員などの有志が集まって 2008 年に実務委

員会が発足しました。 

 カナンの園の活動を支援する、といっても様々な形があります。いくつか例をあげると、 

 ・募金や寄附での支援：機関誌に挟んである払込用紙を用いる、店舗等にある募金箱、年末の街頭募金

など。 

 ・伝える支援、拡げる支援：機関誌の購読者紹介、知人友人などにカナンの園の活動を紹介するなど。 

 ・人材紹介による支援：カナンの園で働く職員の紹介など。 

 ・ボランティアによる支援：様々な形で「人手」が必要です。自らが参加したり、紹介するなど。 

 ・製品購入、宣伝による支援：それぞれの事業所などで作っている製品の購入や紹介、宣伝をする。 

 ・祈ること：多くの方々の祈りによって支えられていることが何よりも大きな支えです。 

 

〈実務委員会の働き〉 

カナンの園後援会とカナンの園をつなぐための架け橋として以下の

活動を行っています。 

①教会訪問の実施：盛岡市内及び県内の教会それぞれを 3 年に一度

のペースで訪問し、日ごろの感謝と支援のお願いをしています。 

②後援会だよりの発行（年 4 回）：3 月、6 月、9 月、11 月をめどに。 

 ＊今年は、6 月発行ができず、今号を拡大版としてお届けします。 

③見学会の開催：盛岡市内の方々を中心に奥中山地区のカナンの園

事業所の見学会を開催しています。前述の通り今年度は中止します。 

④街頭募金の実施：例年 12 月の土曜日か日曜日に計 4 回、盛岡市内

で実施しています。今年度の実施の有無は 10月末までに判断します。 

 

〈募金箱の設置〉 

 県内の教会、スーパー、ホームセンター、ドラッグストア、産直、道の駅、ホテル、飲食店、病院・歯科医院など、現在

78 ヵ所に置かせていただき、順次回収しています。近年は、キャッ

シュレスでの買い物が普及し、募金額も減っていますが、広報的な

意味も含めて、大切な活動だと認識しています。新たに設置してい

ただける店舗などをご紹介いただければ感謝です。 

一人ひとりの力は大きくはないかもしれませんが、「祈り」や「思い」

の結集こそがカナンの園の始まりであり、「理解」と「支援」が原動力で

あり続けています。どうぞ、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

        

   〈新型コロナウィルス感染症とカナンの園〉 
 
��はじめに 

 新型コロナウィルス感染症は、世の中のあらゆる人の生活を、組織の活動を一変させました。カ

ナンの園についても例外ではありません。これまでの様子と現状をご報告します。 

 

��全体的なこと 

  岩手県内の感染者が（7 月 28 日現在）出ていないことで、大きな混乱はなく過ごすことができて

います。行事の中止や縮小、活動や外出の制限、感染予防対策や注意喚起などは、行いながらの

日々です。特に、持病があったり、抵抗力が弱い方、感染予防を主体的にできない方や、感染する

と症状の重篤化が予想される方も多く利用しているのが、カナンの園です。インフルエンザやノロ

ウィルスなどの感染症にも言えることなのですが、利用者ご本人よりも、職員や来訪者などが感染

源になることが多く、その点は特に気にかけながらの日々です。 

 

��マスク、消毒液など 

  当初は、不足がちでしたが、事業所毎に備蓄していたものや日頃の取引業者から調達でき、日常

の感染予防に支障がでることはありませんでした。今後、県内での感染者が発生する場合も想定

し、ある程度は備蓄してあります。半面、医療機関ではないので、フェイスシールドやガウンなど

までは準備しきれていません。 

 

��就労系事業所の状況 

  カナン牧場、シャローム、ヒソプ工房、となんカナン、小さき群の里、ウィズなど、製造や販売

を行ったり、受託作業などを行っている事業所でも、その内容によって状況は違います。 

  ＊カナン牧場：主食となる食パン製造が中心ですので、スーパー等での販売は横ばいです。しか

し、ホテルや小規模店舗などは休業するケースもあり、全体的には落ち込みが見られています。 

  ＊シャローム：おせんべい類は、土産物として出るものと、教会・学校・幼稚園・保育園などの

行事でのプレゼントに使っていただくことが多く、旅行者の激減や行事の中止により大きな影響

を受けています。売上の減少だけではなく、仕事が減っていること自体が課題となっています。 

  ＊ヒソプ工房：焼き菓子や石けん類など自主製品は、あまり大きな落ち込みはなく、受託作業で

ある根菜類などの野菜の計量・袋詰めなどは、作業量が多くなり、非常に多忙な日々が続きまし

た。葉物の流通増と共に、受託量は少し落ち着いてきています。 

  ＊となんカナン：カフェ、イベント販売、学校などでの訪問販売がいずれも大きな打撃を受け、

非常に厳しい状況が続きました。この機会に、カフェの模様替え、メニュー変更などを手がけ、

カナンパンなどをより多く取り入れました。また、乳幼児連れのご家族でも安心して過ごせるス

ペースを広くしました。 

  ＊小さき群の里：小さき群の里の他、シャローム・ウィズ事業所のお弁当作りは、それぞれの事

業所が通常通り開所しており、安定して供給しています。（毎日約１３０食作っています。） 
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  ＊ウィズ：作業量は、あまり変わりないのですが、原油価格が下がったままなので、リサイクル

処理後の発泡やペットボトルの価格が低迷しています。 

 
��行事、集会、研修など 

   三愛学舎の卒業式・入学式、奥中山学園の卒園式・入学式などは参列者を限定したり、やり方

を変更したりはしましたが、それぞれの節目の式を行うことができました。職員の辞令交付式・

永年勤続表彰式も該当者のみの出席でしたが、同じように節目の式を行うことができました。そ

の他の行事や外部への研修参加などはほとんど取りやめてきましたが、少しずつ実施方法を工夫

したり、変更したりしながら、実施できるものも出てきています。ただ、カナン祭など、不特定

多数の方々をお迎えする行事は中止としました。楽しみにしている方々も多いだけに残念です

が、やむを得ない選択だと思っています。 

 

��利用者さんたちの様子 

   日々の生活に変化が生じること、楽しみにしていたことができなくなること、予想できなかっ

たり納得できないような事柄が起きることは、誰にとってもしんどいことです。人それぞれに理

由を理解し、切換えたり納得したり、受け入れたりガマンしたりして、乗り越えるのでしょう

が、それが難しい方にとっては、見通しの持てない辛い日々となります。マスクやこれまで以上

の手洗いに戸惑う方もいます。 

   それでも、人によっては、職員の力を借りながら、この状況を受け止める日々を過ごしていま

す。どうぞそのような利用者の方々のために、そしてそのような状況にある方々を支えている職

員のためにお祈りください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈番外編〉  法人事務局 
                           

 

法人事務局は、奥中山学園の敷地内にある「いわいの記念館」の１階にあります。（いわいの記念館につ

いては、カナンの園機関誌第１３１号の巻頭言で薄事務局長が紹介しています） 

事務局の職員は現在６名。うち週４日、午前のみのパートで働くのが盛岡事務所の種綿職員です。 

盛岡事務所は、大館町にあるヒソプ工房内にあり、主に後援会に係る仕事をしています。全国から寄せられ

る寄附金のデータを整理したり、寄附への謝礼を書いたり。お一人おひとりに領収書を発行するのですが、

寄附してくださった方々に思いを馳せながら、感謝の気持ちを手書きで一筆添えて発送しています。その他、

盛岡市内や近郊の募金箱の回収なども大切な仕事です。 

 奥中山の事務局は５人。この春に新任となった薄事務局長は、現場からのたたき上げ。小さき群の里、奥

中山学園、シャローム・ウィズなどで長く仕事をしてきました。事務局でも、利用者さんへの厚い思いを前

面に、新たな責任でのスタートです。 

 笹森事務長は、事務一筋でやってきたエキスパートですが、事務局に来る前は、小さき群の里にいたこと

もあり、小さき群の里やののさわ事業所の利用者の方々との付き合いは、長く太く深く、長期休みや行事な

どで利用者支援を求められれば、いつでもＯＫ。大好きな野球に例えれば‘二刀流’？でもあります。 

 パートの事務員２人はいずれも奥中山在住の子育て中の女性職員です。江戸職員は、主にサポートほっと

の会担当。１１年目を迎えました。利用者さんの年金を管理する同会からの委託を事務局が受けており、そ

の事務を担当しています。とても気を遣う業務ですが、誠実かつ丁寧に仕事をしてくれています。 

 もう一人は関向職員。カナンの事務員は 2年目ですが、それまでは奥中山産直で事務をしておられました。

地元愛に溢れ、これまでの経験を活かして何でもさわやかに対応してくれます。 

最後の一人が３月末で事務局長を退任し、4 月から参事として仕事している佐藤。カナンの園の皆さんの

下支えに徹したいと思いを新たにしています。機関誌の編集や後援会活動を通じて、カナンの園が本当に多

くの方々のお支えによって歴史を紡いできたことを実感していますので、そのことをこれからを担う方々に

しっかりお伝えしていかなければ、と思っています。 

 多様な仕事があり、信頼されてこそ、の事務局です。どうぞよろしくお願い致します。（佐藤真名） 

 
 

 

 〈募金のお願い〉  
   カナンの園がより良い運営を行うためには、一人でも多くの皆さまのお力が必要です。社会福祉法人の運

営だけではなく、今後、予定されている三愛学舎の建替え工事にも、（補助金申請はするものの）多くの自己

資金が必要となります。寄付をお寄せいただくと、直接的な支援になるだけではなく、多くの方々に覚えてい

ただき、お支えいただいているという事実が現場の職員たちの大きな力となります。 

     ご寄付いただける方は、表紙右上に記載された郵便振替口座にお振込みいただくか、機関誌に同封され

ている振込用紙を用いてください。使途をご記入頂くとそのように用いさせていただきます。どうぞご協力をお

願いいたします。また、カナンの園への寄付は、寄付金控除の対象となりますので、領収書を保存の上、ご活

用ください。 
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